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人文社会科学部の学問を、科研費に採択された研究や自治体等との共同研究の成果

を通じて紹介する不定期連載です。 

Vol.2に登場いただくのは、日本学術振興会の科学研究費助成事業で基盤研究(B)

に採択され、2016年から 2020年にかけて、代表者として「隣接諸科学乗り入

れ型の手法による音韻理論の外的・内的検証の研究」に取りくんできた、人文

社会科学部教授の岡崎正男先生（英語学）です。 

 

 

 この研究は、言語の音声型（発音型）の仕組みを研究する音韻論と呼ばれる分野にお

ける今までの具体的提案の妥当性について、７名の研究組織をつくり、言語学の視点か

らだけではなく言語学以外の視点からも吟味しようとしたものです。 

 

 言語音声型の研究は、20 世紀後半の生成音韻論という枠組みの誕生から加速しまし

た。その後の半世紀で、当初の枠組みの妥当性が検証され、新たな理論と新たな事実の

分析（ともに複数）が提案されてきま

した。しかし、提案された理論と事実

分析の妥当性の検証には、言語学外

からの視点も必要だと考えられまし

た。そこで我々は、研究組織を(i)進

化言語学、言語類型論、病理学関連

のチーム、（ii） 韻律学と文法一般関
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連のチーム、(iii)認知科学と語形成関連のチームに分けて、情報交換をしつつ研究を進

めました。結果、2021 年度までの 6 年間に、7 名で雑誌論文 50 件、学会発表（含、

講演） 98 件、著書 27 件（すべて共著と分担執筆）の成果を挙げました。 

 

 私は、代表者しての全体を統括するともに韻律学にもとづく検証を分担し、英語の語

強勢型の歴史変化についての諸説を、詩形（文化的産物）と音声型（生物的特徴）の接点

から吟味しました。私の研究成果は、次の三点にまとめられ、これまでの説への対案とな

ります。 

(i) 古英語（11 世紀まで）の形態素 ge-には接頭辞説と前置詞説があるが、ge-は詩行

中で独立性が高く前置詞説がよい。 

(ii) 後期中英語（13 世紀～14 世紀）の 2 音節名詞と形容詞には Áprill/Apríll 

‘April’、cérteyn/certéyn ‘certain’のような「二重強勢語」があったと言われて

いるが、その説は形容詞にはあてはまらない。「二重強勢語」とされてきた 2 音節形容詞

は、弱強が基本で、強弱は語頭に主強勢がある名詞の直前にある場合のみに出現。 

(iii) 現代英語の thìrteen mén （thirtéen）のような句レベルの「強勢移動」は、一

般に想定されているより早く初期近代英語（16 世紀～17 世紀）から広範囲に観察され、

後期中英語まで遡れる可能性が高い。 
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岡崎先生の科研費による研究成果について、詳しくは以下の URL から、「ROSE リ

ポジトリいばらき」にアップされた成果報告書をご覧ください。 
 
https://rose-
ibadai.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=rep
ository_view_main_item_detail&item_id=20127&item_no=1&page_id=1
3&block_id=21 
 

 Ctrl ＋ クリック！  
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